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去 る三月,副 島美由紀先生 よ り書状 を頂 き,「人文研究 」の次号 を小生 の記
念号 にす る旨の ご連 絡 を受 けました。誠 に名誉 なお話 です ので失礼 にな らぬ
よ う有難 くお受 け した次第 です。 しか し,何 を書 いた らよいや ら とん と見 当
が つかない まま,古 い未刊 の翻 訳原稿 を引 っぱ り出 して,厚 か まし くも掲載
して頂 くこ とに しました。
この論 文 は,ポ ー ラン ド人 プ ロニ スワ フ ・ピウス ツキ(1866～1918)が流
刑地 サハ リンか ら帰 国後の1909年にGlobus誌に発表 したxxDasBarenfest
derAjnenaufSachalin注1"の翻 訳で あ る。彼 は同年,ポ ー ラ ン ド語でxNNa
nied2wiedziem§wiecieuAjn6wzwyspySachalinu(サハ リン島の アイヌ
の 熊 祭 に つ い て)注2"をSfinks誌に,ま た1914年に は ロ シ ア 語 で"Ha
MelLBe>1〈beMnpa3!1HKKeatiHoBo.CaxaJIMHa注3"を>KHBaHcTapHHa誌に発表 して
い る。 ポー ラン ド語版 もロシア語版 も長大 な論文で あ るが,ド イ ツ語版 はか
な り短縮 されて いる。翻 訳 に用 いたの は,私 が大学院 時代 に北海道 学芸大学
(現教育 大)の札幌分校 の教授 を してお られた服 部健氏 か らお借 りしたマ イク
ロフィル ムで ある。大 変な蔵書家 で あった同氏 は,戦 後 の混乱期 に も北方関
係 の文献 を中心 に収集 の手 を休 めず,こ の フィルム も苦 労 して取 り寄せ られ
た ものであった。貴重 な資料 に もかかわ らず,若 輩者 の私 に惜 しみな く貸与
して いただいた文献 に は,本 稿以外 の い くつかの ピウス ツキの論文 も含 まれ
ていた。拙稿 「樺太 アイ ヌのシ ャーマニ ズム」と 「樺 太の原住民注4」もそ んな
注1Globus
,96/3,96/4,Braunschweig,1909.
注2S丘nks
,7/21,8/22,8/23,8/24,Warszawa,1909.
注3>KHBa兄cTapHHa
,23/1-2,CaHKT-JleTep6ypr,1914.
注4巻 末 の 業 績 表 の 論 文3及 び11を 見 よ 。
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中の一部である。
ところで,こ の熊祭の翻訳 を何時手掛 けたのか全 く記憶にない。 こういう
のをまさにカタチーム健忘 というのであろう。気になるのであれこれ調べて
みたら,一部に国立民族学博物館の原稿用紙が使われていた。民博には研究
会やシンポジウムに昭和50年頃から頻繁に出かけていたから,恐らくその頃
発表のメモにで もするつ もで訳 したのだ と思う。 しかし,こ の原稿は一度だ
け利用された ことがある。それはアルフレッ ト・マイエヴィッチ氏が ピウス
ツキの録音した蟻管について北大の 「北方文化研究」に発表 してか らピウス
ツキが有名にな り,遂 にICRAP(ピウスツキ未刊資料復元評価 の国際委員
会)と いう組織 まで作 られるに至った。 この間の経緯 については,私 も本学
のLanguageStudies注5で触れている。NHKも この組織の有力な後援者で
あったからピウスツキにまつわる番組が幾度か製作 されたが,当 時ディレク
ターであった山岸嵩氏がナレーションに使 うというので乱雑な原稿をそのま
まお貸 しした。 これが昭和60年10月14日に放送された 「カラフ ト・アイヌ
望郷の声注6」に含 まれている。
私 とピウスツキとのつ き合いはずいぶん と古い。一番初めは知里真志保氏
が 「樺太ア・fヌの説話注7」として発表 したピウスツキのxxMaterialsforthe
studiesoftheAinulanguageandfolklore"の翻訳である。 この中には,父
文治郎がアイヌ語で聴取 した説話 も一緒 に訳されているのだが,当 時豊原高
女の教師をしておられた知里氏は樺太医専の官舎へ頻繁に現われ,父 の書斎
で遅 くまで話 し込んでいた。子供の私がお茶など持 って行かされると,肘枕
をして寝 っ転がった二人からアイヌの昔話やなぞなぞなんかを聞かされたも
のである。そんな記憶の一つに 「ピル」 とい う言葉があったが,そ れがポー
ランドのピウスツキ という高名な学者のことと知ったのは戦後 もかなり経 っ
注5巻 末 の 業 績 表 の 論 文20を 見 よ。
注6ETV8 ,NHK教 育,10月14日,8:00～8:45p.m.,1985.
注7樺 太 庁 博 物 館 彙 報3/1 ,豊 原,1944.
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てからである。私自身がサハ リン ・アイヌの調査 を始めてから必要あってア
イヌ語 を調べる時は,決 まって父の遺 したピウスツキの英文の原典を紐解い
た。それは擦 り切れた表紙の代わ りに模造紙を張 り,中には父の筆跡でびっ
しりとアイヌ語の書き込みがあり,表 に「アイヌ語及び説話研究資料,ピ ル」
と認めている。父はよほどこの本が気 に入ったとみえ,知里氏が翻訳 を出す
一年半ほど前に 「北方 日本」 という雑誌 に 「樺太アイヌに伝わる昔話」 とい
うタイ トルで 「ピル」の抄訳 を発表 している注8。
私が室蘭工大から小樽へ移 ってか ら暫 くの間 ピウスツキとのご縁が薄れて
いた。特に,昭和48年秋か らは 「小樽商科大学パタゴニア学術調査隊」に参
加させていただ くことになり,チ リ中部のインディオであるマプーチェ族の
居留地でシャーマニズムの調査をする機会をえた。彼 の地にはたった二 ヶ月
足 らずの滞在であったが,南 米にシベ リア型 ともいえるシャーマニズムが今
日まで脈々 と生 き続 けているのに目を見張った。帰国後 もなん とか もう一度
本格的なフィール ドワークを行いたいと願いなが ら,あた ら年月だけが過 ぎ
て しまった。そんな折,北 大の北方文化研究施設の黒田信一郎氏 と現スラブ
研究センター長の井上紘一氏から声が掛か り,前述のピウスツキ研究の国際
組織ICRAPへ加わることになったのである。
委員会の席で件の蝋管の紹介者マイエヴィッチ氏 と初 めて知 り合い,ま だ
三十歳代であった彼の精力的な活躍振 りに圧倒されていた。そうこうするう
ちに文部省の在外研究員の順番が回ってきて,南 米調査に未練 を残しっつ,
計 らずもピウスツキの母国に滞在することになってしまった。 これ も運命 と
いうべ きか もしれない。マイエヴィッチ氏の尽力でピウスツキの蝋管が保存
されていたアダム ・ミツキエヴィッチ大学に籍を置 き,自 由化前の騒然たる
ポーランドで配給生活を味わった。時あたか もプロニスワフ ・ピウスツキの
弟,ユ ゼフ ・ピウスツキ将軍の名声が復活し,連帯のワレサ委員長にも匹敵
注8「北 方 日本 」15/2,豊 原,1943.
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するポーランドの自由 と独立の象徴になっていた。大学ではピウスツキの蝋
管の発見者である言語学研究所のイエジ ・バニチェロフスキ教授 と面識にな
る。理論物理学が趣味だ という彼の先端的な理論は私の理解を越 えたが,ピ
ウスツキという共通項で何 とかコミュニケーションが保てたのである。帰国
後の昭和60年9月 に北大で開かれた国際シンポジウム「ピウスツキ蝋管 とア
イヌ文化」 に出席のため来日したバニチェロフスキ氏 と短い再会 を果た した
が,後 日北海道新聞社から学術文化奨励金 を頂戴 して彼 を再び北海道へ招聰
することになる。彼 は昭和62年10月から半年間小樽商大に滞在 していたが,
彼の宿舎については本学の下村五三夫氏に大変なお世話 をかけてしまった。
ともか く彼 とはピウスツキの手書 きしたアイヌの祈 りの草稿注9を整理する
という単調な作業をする合間に,私 のゼ ミナールに学生 と一緒に加わっても
らった り,学生の運転で東北地方 まで出かけた りするなど,資金不足 に悩み
ながらもピウスツキのお陰で楽 しい思い出もできたのである。
私 はこの後 もピウスツキに関わ りのある研究のため,二度 に渡 りポーラン
ドに滞在 した注10。行 く度に新たな友情が生まれ,ポーランドへの思いが募る
ものである。そして,平 成8年1月 日本国際交流基金の助成で,あ のマイエ
ヴィッチ氏が小樽商大へやって来た。彼の滞在については,学 長始め庶務課
の皆 さんにも実 に暖か く受 け入れていただけた。彼のために手配された大学
の裏手の高層アパー トの窓か らは,ピ ウスツキもサハ リンの岡か ら望んだで
あろう同じ日本海が,見 事な眺めを呈 していた。その年の暮れに彼が小樽 を
去る時,マ イエヴィッチ氏 と小樽で過 ごした一年が,私 の人生 におけるピウ
スツキにまつわる人物の往来 を締め くくるに相応 しい出来事であったと思え
たのである。
注9このアイヌの祈 りの草稿 については巻末の業績表19を見 よ。
注10巻末 の略歴平成元年及 び平成5年 参照。
